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女性医師支援センター事業について 
 
 

 

平成 18 年度に厚生労働省委託事業として開始した「医師再就業支援事業」は、平成 21

年度に「女性医師支援センター事業」に改称し、本年度が事業開始から 14 年度目に当た

る。本事業は、これまでに様々な試みを行い、一定の成果を上げてきた。令和元年度は、

昨年度と同様に女性医師バンクの広報活動に注力し、就業成立件数の増加を図るととも

に、女性医師支援の普及啓発活動を継続した。また、女性医師支援センター事業の更なる

充実を図るため、都道府県医師会等との連携推進にも注力した。 

 

 
 

本事業に関わる様々な課題を検討する運営機関として、女性医師支援センター事業運

営委員会（今村聡委員長他 5名）が設置されており、本年度は令和元年 8月 21 日、令和

2年 2月 5日に開催し、女性医師支援センターの事業計画の策定、事業の検証、広報活動

の立案や講習会事業の検討、また、女性医師バンクの次年度以降の機能拡充について等、

運営に関係する様々な事項について審議を行った。 

 

 
 

１．「女性医師バンク」は、女性医師の就業継続・再就業支援のため、平成 19 年 1 月 30

日に創設された無料の職業紹介所である。主な事業内容は、女性医師の就業斡旋、なら

びに女性医師の就業後の相談受付・支援である。運営にあたっては、日本医師会館内に

データベース管理や運営に関わる諸問題に対処する機関として中央センターが設けら

れており、これとは別に具体的な職業紹介に関する相談窓口として、東日本センター

（中央センターが兼務）および西日本センター（福岡県医師会館内）を置いている。 

それぞれの女性医師のライフスタイルに合わせた就業先や再研修先の紹介を行ってお

り、地域や医療現場の実情を把握し、専任のコーディネーターがアドバイザーの医師と

ともに、きめ細やかな就業斡旋に努めている。 

　本年度も昨年と同様に女性医師バンクの認知度を高めるため、全国の医療機関に対し

てダイレクトメールを発送し、登録を促した。併せて、女性医師バンクホームページに

関するウェブ広告（リスティング広告、バナー広告）を実施した。また、各都道府県医

師会との連携強化にむけ、各都道府県医師会への訪問を実施した。 

　令和 2 年 3 月末日の運用状況は、就業支援件数が 527 件、求人登録施設数が 915 施設

（累計 5,791施設）、就業実績が 259 件（累計 1,143 件）である。 

 

 
２．女性医師支援センターでは、平成 25 年度より各学会が開催する総会等において、「日

本医師会女性医師バンク」を中心とした当センター事業の広報活動を行ってきた。本年

度は、6 学会、延べ 17 日間にわたりブースの展示を行い、1,900 名を超える来場者が

あった。 

 

I. はじめに 

Ⅲ. 女性医師バンク 

Ⅱ．女性医師支援センター事業運営委員会 
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女性医師バンクを含む本事業を今後も継続発展させていくため、各地において地域か

らの声をお聞かせいただき、さらに本事業への理解を深めていただくという双方向の情

報伝達、ならびに各地域内での情報交換の機会として、平成 21 年度より各医師会の協

力を得て、「女性医師支援センター事業ブロック別会議」を開催している。 

本年度も全国を北海道・東北、関東甲信越・東京、中部、近畿、中国四国、九州の 

6 ブロックに分け開催した。なお、近畿ブロック（令和元年 10月 12日 於：和歌山市 予

定）は、台風 19号の影響を受け、資料配布により開催に代えた。 

 

 北海道・東北ブロック（令和元年11月 16 日 於：青森市、出席者：32名） 

 関東甲信越・東京ブロック（令和元年 5月 25日 於：横浜市、出席者：35名） 

 中部ブロック（令和元年11月 10 日 於：富山市、出席者：46名） 

 中国四国ブロック（平成30年 11 月 10日 於：岡山市、出席者：42名） 

 九州ブロック（令和元年10月 19 日 於：熊本市、出席者：57名） 
 

 
 

医学生、研修医等の支援活動として、平成 18・19 年度、本会男女共同参画委員会が、

都道府県医師会と共催で実施してきた標記講習会を平成20年度より本事業の一環として

行っている。 

女性医師が生涯にわたり能力を十分発揮するためには、職場や家庭における理解と協

力が不可欠であり、性別を問わず、医学生や研修医の時期から男女共同参画やワークライ

フバランスについて明確に理解しておくことが重要との観点から、「医学生、研修医等を

サポートするための会」として、都道府県医師会ならびに、日本医学会分科会や医会等の

医療関係団体との共催により実施している。本年度の申請延べ数は 72 件、開催は 68 件

（都道府県医師会 42 件、学会等 26 件）あった。開催中止は 4 件で、日本女医会、長野

県医師会が台風の影響で、また、京都府医師会、大阪府医師会は新型コロナウィルス対策

の影響で中止となった。 
［開催日順］   

開 催 日  団 体 名 開 催 場 所 

1 4月11日（木） 鹿児島県医師会 鹿児島県医師会館 

2 4月25日（木） 福岡県医師会 九州大学病院 

3 5月10日（金） 日本内分泌学会 仙台国際センター 

4 5月15日（水） 岐阜大学医学部 岐阜大学医学部記念会館 

5 5月16日（木） 福岡県医師会 久留米大学 

6 5月19日（日） 日本脳神経外科学会 パシフィコ横浜 

7 5月24日（金） 福島県医師会 福島県立医科大学 

8 6月 5日（水） 岡山県医師会 川崎医科大学 

9 6月12日（水） 宮城県医師会 東北大学 星稜会館 

10 6月16日（日） 日本アレルギー学会 東京国際フォーラム 

11 6月20日（木） 岩手県医師会 岩手医科大学 

12 6月22日（土） 日本緩和医療学会 パシフィコ横浜 

13 6月28日（金） 山梨県医師会 ベルクラシック甲府館 

Ⅴ. 医学生、研修医等をサポートするための会 

Ⅳ. 女性医師支援センター事業ブロック別会議 
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14 6月30日（日） 日本プライマリ・ケア学会 岡山大学附属病院 

15 7月 7日（日） 千葉県医師会 ホテルポートプラザちば 

16 7月20日（土） 日本ペインクリニック学会 熊本県立劇場 

17 8月18日（日） 沖縄県医師会 おきなわクリニカルシミュレーションセンター 

18 8月18日（日） 日本呼吸器外科学会 ニチイ学館ポートアイランドセンター 

19 8月22日（木） 日本呼吸器学会 ウェスティン都ホテル京都 

20 8月22日（木） 日本精神神経学会 ザ・グランドパレス 

21 9月19日（木） 沖縄県医師会 沖縄県医師会館 

22 9月24日（火） 香川県医師会 香川大学医学部 

23 9月28日（土） 東京都医師会 慶應義塾大学病院 

24 9月30日（月） 富山県医師会 富山大学杉谷キャンパス 

25 10月 4日（金） 長崎県医師会 長崎大学病院 

26 10月 8日（火） 高知県医師会 高知大学医学部 

27 10月11日（金） 和歌山県医師会 和歌山県立医科大学 

28 10月12日（土） 日本移植学会 広島国際会議場 

29 10月18日（金） 徳島県医師会 徳島大学病院 

30 10月18日（金） 日本小児外科学会 大阪国際交流センター 

31 10月18日（金） 福岡県医師会 福岡大学 

32 10月20日（日） 埼玉県医師会 埼玉医科大学日高キャンパス 

33 10月23日（水） 愛媛県医師会 愛媛県医師会館 

34 10月25日（金） 日本糖尿病学会 佐賀市文化会館 

35 10月26日（土） 日本眼科医会 国立京都国際会館 

36 10月27日（日） 滋賀県医師会 滋賀医科大学 

37 10月31日（木） 日本泌尿器科学会 ﾅﾚｯｼﾞｷｬﾋﾟﾀﾙ ｺﾝｸﾞﾚｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ（大阪市） 

38 11月 1日（金） 日本胸部外科学会 国立京都国際会館 

39 11月 5日（火） 愛知県医師会 愛知医科大学 

40 11月 6日（水） 福岡県医師会 産業医科大学 

41 11月 6日（水） 広島県医師会 広仁会館（広島大学病院敷地内） 

42 11月 6日（水） 北海道医師会 旭川医科大学 

43 11月 8日（金） 佐賀県医師会 佐賀大学医学部 

44 11月13日（水） 熊本県医師会 熊本大学大学院 

45 11月14日（木） 岐阜県医師会 岐阜大学医学部 

46 11月15日（金） 秋田県医師会 秋田県医師会館 

47 11月15日（金） 日本心身医学会 大阪市中央公会堂 

48 11月15日（金） 日本人工臓器学会 リーガロイヤルホテル大阪 

49 11月15日（金） 神奈川県医師会 ホテル横浜キャメロットジャパン 

50 11月16日（土） 日本臨床泌尿器科医会 北海道医師会館 

51 11月17日（日） 日本リハビリテーション医学会 静岡グランシップ 

52 11月20日（水） 日本臨床内科医会 JCHO東京新宿メディカルセンター 

53 11月23日（土） 日本放射線腫瘍学会 名古屋国際会議場 

54 11月23日（土） 日本産婦人科医会 日本産婦人科医会 

55 11月24日（日） 日本臨床検査医学会 岡山コンベンションセンター 

56 11月26日（火） 兵庫県医師会 神戸大学医学部附属病院 

57 11月26日（火） 三重県医師会 三重大学医学部附属病院 

58 12月 3日（火） 青森県医師会 弘前大学医学部 
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59 12月 4日（水） 群馬県医師会 群馬大学医学部 

60 12月 4日（水） 日本臨床薬理学会 京王プラザホテル 

61 12月21日（土） 栃木県医師会 栃木県庁 

62 1月15日（水） 石川県医師会 金沢医科大学病院 

63 1月18日（土） 日本放射線専門医会・医会 福岡国際会議場 

64 2月 1日（土） 神奈川県医師会 横浜シンポジア 

65 2月 6日（木） 福井県医師会 福井大学医学部 

66 2月15日（土） 日本結核病学会 京王プラザホテル 

67 2月17日（月） 富山県医師会 富山大学杉谷キャンパス 

68 2月27日（木） 島根県医師会 島根大学医学部 

 

 

 
 
 女性医師がキャリアを中断することなく、就業を継続するためには、病院長をはじめ上

司・同僚の理解が不可欠である。このことを踏まえ、働き方改革の検討が進む中、女性医

師に関する就業上の問題点等を明らかにするとともに、育児・介護支援等、勤務環境の整

備についての啓発を行うことを目的とし、昨年度に引き続き、病院長、病院開設者・管理

者等に対する講習会を開催した。本年度は 20 道府県医師会から 21 件の開催申請があっ

た。そのうち、大阪府医師会、愛媛県医師会、鹿児島県医師会からの申請については、新

型コロナウィルス対策の影響で中止となり、開催は 17 道県で 18 件となった。延参加人

数は 1,181 名であった。 
［開催日順］   

開 催 日  団 体 名 開 催 場 所 

1 5月26日（日） 富山県医師会 ANAクラウンプラザホテル富山 

2 8月18日（日） 岡山県医師会 岡山県医師会館 

3 10月 2日（水） 広島県医師会 広島県医師会館 

4 10月 4日（金） 山形県医師会 ホテルメトロポリタン山形 

5 10月 9日（水） 愛知県医師会 今池ガスホール 

6 10月10日（木） 栃木県医師会 宇都宮グランドホテル 

7 10月22日（火） 北海道医師会 札幌グランドホテル 

8 11月 9日（木） 千葉県医師会 千葉県医師会館 

9 11月10日（日） 茨城県医師会 ホテルテラスザガーデン水戸 

10 11月23日（土） 秋田県医師会 秋田県総合保健センター 

11 1月18日（土） 秋田県医師会 秋田キャッスルホテル 

12 1月23日（木） 埼玉県医師会 県民健康センター 

13 1月24日（金） 徳島県医師会 徳島県医師会館 

14 2月 1日（土） 和歌山県医師会 ホテルアバローム紀の国 

15 2月 5日（水） 熊本県医師会 熊本県医師会館 

16 2月 8日（土） 福岡県医師会 ホテルニューオータニ博多 

17 2月15日（土） 三重県医師会 三重県医師会館 

18 2月29日（土） 滋賀県医師会 ピアザ淡海 

Ⅵ. 女性医師の勤務環境の整備に関する病院長、病院開設者・管理者等への講習会 
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「女性医師支援担当者連絡会」は、令和元年 12 月 8 日（日）に本会大講堂において開

催した。まず、日本医師会から、女性医師支援センターの取り組み、病児・病後児保育お

よびいわゆる学童保育に対する支援の現状等について、次に日本医学会連合から男女共

同参画など多様な背景を持つ会員の学術活動への参画と今後の支援方策に関する調査結

果について情報提供があった。その後、学会からは日本腎臓学会、日本核医学会、大学か

らは大分大学医学部、帝京大学医学部より事例発表をいただいた。 

当日の参加者は、大学医学部、学会、都道府県医師会の担当役職員等 266 名であった。 

 
 
 
女性医師支援センターでは、地域における２０２０．３０推進のため、「２０２０．３

０実現をめざす地区懇談会」を各地域で女性医師支援活動を行っている先生方を実施責

任者として、平成 27 年 2 月より全国各地において開催してきた。 

平成 28 年より、「地域における女性医師支援懇談会」と名称を変更のうえ、「２０２０．

３０の実現」に加え、「女性医師バンクの普及啓発を推進」していくことを主旨とした内

容で実施した。本年度は全国各地において 79 件の申請があり、そのうち 75 件が開催さ

れ、1,550 名の参加があった。中止の４件は、新型コロナウィルス対策の影響であった。 

 
 

 

育児中の医師の学習機会確保を目的として、平成 22 年度より研修会等への託児サービ

ス併設に対し、一定額の補助を行っている。 

本年度は、平成 31 年 4 月～令和 2年 3月に開催された都道府県医師会または郡市区医

師会が主催する研修会等を対象とし補助を行った。 

 
 
 
 第 8 回西予市おイネ賞事業表彰式・日本医師会女性医師支援シンポジウムを日本医師

会、愛媛県医師会、西予市の共催で、令和元年 11 月 30 日（土）に西予市宇和文化会館

で開催した。参加者は、医療関係者、一般市民等約 600 名であった。 
 
 
 
 事務局再編にともない、事務所を日本医師会館地下１階から、文京グリーンコートセン

ターオフィス 17 階に移転した（令和 2 年 2 月 25 日より）。 
  

Ⅸ. 医師会主催の研修会等への託児サービス併設費用補助 

Ⅶ. 女性医師支援担当者連絡会 

Ⅹ. 女性医師支援シンポジウム 

Ⅷ. 地域における女性医師支援懇談会 

Ⅺ. その他 
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